
　
　

昭
和
町
源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
で
は
、
昭
和
町
の
象
徴
で
あ
っ
た
源
氏
ホ
タ
ル

　

の
復
活
と
自
然
と
調
和
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
活
動

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

年
間
の
活
動
と
し
て
は
、
ホ
タ
ル
幼
虫
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

　

ナ
採
取
の
他
、
ホ
タ
ル
の
発
生
時
期
で
あ
る
５
月
下
旬
か
ら

　

６
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
ホ
タ
ル
夜
会
の
開
催
（
昨
年
と
今
年
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
）、
３
月
下

　

旬
に
行
わ
れ
る
ホ
タ
ル
幼
虫
の
放
流
等
で
す
。

　
　

現
在
の
会
員
数
は
約
70
名
で
す
。

　

年
会
費　
　

１
０
０
０
円

　

申
し
込
み
先　
　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
２
７
５

-

８
６
４
１
）

　
　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
一
坪
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
農
園
は
、
一
般
的
な
市
民
農
園
と
は
異
な
り
、
農
芸
講
座
の
実
習
農
場

と
な
り
ま
す
。

　
　

家
庭
菜
園
を
は
じ
め
た
い
け
ど
庭
に
栽
培
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
方
や
、

自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培
し
た
い
方
な
ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

貸
出
期
間
は
１
年
で
、
毎
年
更
新
が
可
能
で
す
。

　
　

な
お
、
営
農
を
目
的
と
し
た
農
地
を
お
探
し
の
方
は
、
環
境
経
済
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

募 

集　

数
区
画
（
先
着
順
）

 

場 

所　

河
東
中
島
農
園
（
熊
野
神
社
北
）、
上
河
東
農
園
（
常
永
駅
南
）

 

料 

金　

１
区
画
・
年
間　

河
東
中
島
農
園　

４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
河
東
農
園　
　

２
０
０
０
円

申
し
込
み
先　
　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院

　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）
教育委員会
関 係 施 設

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.265　 令和 3 年 6 月号

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.266　 令和 3 年 7 月号

昭
和
町
民
会
議

甲
府
昭
和
高
校

生
涯
学
習
課

給
食
セ
ン
タ
ー

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
毎

日
約
２
２
０
０
食
分
の
給
食
を
作

り
、
各
学
校
へ
届
け
て
い
ま
す
。

献こ
ん
だ
て立
に
よ
っ
て
ご
飯
や
お
か
ず
の

分
量
は
異
な
り
ま
す
が
、
お
米
は

毎
日
約
２
俵

ひ
ょ
う

半
（
１
０
０
０
合
）、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
は
、

１
０
０
㎏
以
上
も
使
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
大
量
の
食
材
を
毎
日
調
理
す

る
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
る
で
小
さ

な
食
品
工
場
の
よ
う
。

　

今
回
、
そ
ん
な
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
朝
一
番
の
「
検け

ん
し
ゅ
う収

」

　

肉
や
野
菜
等
の
食
材
は
、
当
日
朝

に
業
者
か
ら
納
入
さ
れ
、
そ
の
日
の

う
ち
に
調
理
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、

朝
７
時
前
に
は
、
最
も
早
い
調
理
員

が
働
き
始
め
ま
す
。
こ
の
食
材
の
受

け
入
れ
を
「
検
収
」
と
い
い
ま
す
。

品
質
、
数
量
等
の
ほ
か
、
異
物
が
混

じ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
受

け
入
れ
ま
す
。
安
全
な
給
食
の
た
め

に
、欠
か
せ
な
い
大
切
な
仕
事
で
す
。

◎
手
作
業
の
積
み
重
ね

　

そ
の
後
、
食
材
を
仕
分
け
、
洗

浄
、
皮
む
き
な
ど
の
下
処
理
を
行
い

ま
す
。
機
械
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
食
材
の
切
り
分
け
や
揚
げ
物

　

町
民
会
議
に
は
、
⑴
家
庭
づ
く
り

〈
人
間
形
成
の
基
礎
は
家
庭
か
ら
〉、

⑵
地
域
づ
く
り
〈
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
る
〉、
⑶
環
境
づ

く
り
〈
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
〉
の
３
つ
の
活
動
方
針
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
２
つ
め
の
「
地
域
づ
く

り
」
は
特
に
大
変
で
す
。
各
区
青

少
年
育
成
担
当
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、

様
々
な
苦
労
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
今
年
度
も
町
民
会
議

定
期
総
会
、
夏
季
生
活
指
導
推
進

会
議
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
今
年
度
は
、
町
民
会
議
運
営

委
員
会
、
高
生
連
理
事
会
、
道
徳

教
育
推
進
委
員
会
、
青
少
年
育
成

推
進
員
・
育
成
会
長
合
同
会
議
等

を
、
対
策
を
と
り
つ
つ
開
催
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
、
苦
労
話
や
不

安
も
分
け
合
い
な
が
ら
、
リ
モ
ー

ト
と
は
違
う
貴
重
な
話
し
合
い
の

場
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
青
少
年
育
成
担
当
者
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
青
少
年
育
成
の
中

心
と
な
る
青
少
年
育
成
推
進
員
を
は

じ
め
、
育
成
会
長
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ

指
導
者
、
高
等
学
校
生
活
指
導
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
地
域
の
育
成
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

  　

こ
の
4
月
に
二
年
生
に
進
級
し
た
2
人
（
押
原
中
学
校
出
身
）
に
、

　

  

今
年
度
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

の
衣
付
け
な
ど
、包
丁
や
手
作
業
で
、

調
理
員
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
業
し

て
い
き
ま
す
。

◎
大
き
な
、
大
き
な
…

　

準
備
の
で
き
た
食
材
は
、
一
度
に

約
３
０
０
ℓ
を
電
気
調
理
で
き
る
大

釜
な
ど
で
煮
炊
き
し
ま
す
。
こ
ど
も

く
ら
い
の
長
さ
の
あ
る
「
ス
パ
テ

ラ
」
と
い
う
ヘ
ラ
を
使
い
、
数
人
で

調
理
し
ま
す
。
仕
上
が
っ
た
ら
、
大

き
な
ひ
し
ゃ
く
で
寸ず

ん
ど
う胴
や
箱
型
の

「
食し

ょ
っ
か
ん缶
」
に
入
れ
、
さ
ら
に
大
き
な

コ
ン
テ
ナ
に
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
学
校
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。

◎
人
の
手
が
作
る
学
校
給
食

　

給
食
づ
く
り
は
多
く
の
人
の
目
や

手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
備
や
道
具
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

一
番
は「
人
」。給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
安

全
で
お
い
し
い
給
食
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

今
年
度
こ
そ
・
・
・

●●●

●●●

令
和
３
年
度

各
区
の
青
少
年
育
成
担
当
者

●●●

●●●

◎
４
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
５
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•	

４
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•		

中
北
地
区
教
育
委
員
会
連
合
会
総

会
に
つ
い
て

•	

関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
総
会
千
葉
大
会
の
中
止

に
つ
い
て

•		

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
実
施
に

つ
い
て

•		

小
中
学
校
教
育
課
程
説
明
会
に
つ

い
て

•		

小
中
学
校
教
育
委
員
の
学
校
訪
問

に
つ
い
て

•		

管
理
主
事
地
教
委
・
学
校
訪
問
に

つ
い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•		

生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
方
針
に
つ

い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

事
業
報
告
・
行
事
予
定
に
つ
い
て

他
協
議
事
項

•	

新
年
度
就
学
援
助
費（
新
入
学
準

備
費
）支
給
追
加
認
定
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

二
年
生
に
な
っ
て
の
抱
負

昭
和
町
源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

●●●

●●●

一
坪
農
園
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

●●●

●●●

　

将
棋
部
の
部
活
動
を
頑
張
り

た
い
で
す
。
将
棋
は
、
刻
一
刻

と
局
面
が
変
化
す
る
中
で
次
の

一
手
を
決
め
る
の
で
、
同
じ
局

面
で
も
指
し
手
に
よ
っ
て
最
善

手
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
面
白
い

で
す
。
状
況
判
断
の
力
を
養
い
、

大
会
で
勝
利
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

二
年
生
に
な
り
、
勉
強
と
部

活
の
両
立
を
目
指
し
た
い
で
す
。

毎
日
の
授
業
を
大
切
に
、
予
習
・

復
習
を
し
て
、
受
験
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
学
習
に
励
み
た
い

で
す
。
部
活
動
で
は
、
日
々
の

練
習
を
大
切
に
し
て
、
更
な
る
高

み
を
目
指
し
て
、
努
力
し
ま
す
。

村田 尊琉さん齊藤 衣純さん
むらた    たけるさいとう   いずみ

各区青少年育成担当者（敬称略）
区　名 育成推進員 育成会長 子どもクラブ 高等学校生活指導員
西条一区 乙黒　真理 乙黒　真理 乙黒　真理 宮川　哲治 田辺　智美
西条二区 小池　映之 坂本　和幸 丹沢恵利子 藤本　健太 小池　映之
清水新居 沓掛　俊也 沓掛　俊也 坂本美寿希 早田美穂子 沓掛　俊也
西条新田 荊澤由利子 相山あづさ 相山あづさ 原　　香織 市川　千穂
押　　 越 田中　邦彦 田中　邦彦 山田　　学 海野　敏幸 深澤　栄一
河東中島 篠原　正浩 佐野　寿仁 小林　　俊 志村　久美 辻　智恵子
紙漉阿原 泉　　敏弘 泉　　敏弘 河野　夏子 深澤　吉和 伊坂由美子
築地新居 杉山　佳可 杉山　佳可 杉山　佳可 中村　　豊 中澤　美希
飯　　 喰 堀内　三男 望月　健一 望月　健一 望月　裕仁 牧野　陽子
河　　 西 保坂　正広 秋山　正巳 秋山　正巳 薬袋　利雄 中澤　徹也
上	 河	 東 市川　一尚 佐野　誠治 深澤　　学 大木　愛子 水野　幸子
上河東二区 廣瀬はるみ 伊東　誠三 塚原亜樹子 寺本　みき 原　　理恵

●●●

●●●●●●

●●●
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国民健康保険
加入世帯 2,431世帯
被保険者 3,861人

令和３年５月末現在

No.109

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
30
年
度
の
改
正
に
よ
り
都
道
府
県
単
位
の
広
域
化
と
な
り
、

山
梨
県
が
市
町
村
と
と
も
に
運
営
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、財
政
運
営
や
事
業
の
効
率
化
な
ど
に
お

き
ま
し
て
、な
お
一
層
の
制
度
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き

続
き
市
町
村
が
決
定
し
ま
す
が
、令
和
３
年
度
の
税
率
等
は
令
和
２
年
度

と
同
様（
据
え
置
き
）と
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、①
医
療
費
の
支
出
に
あ
て
る「
医
療
保
険
分
」、②
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
あ
て
る「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」、③
介
護
納
付
金
に

あ
て
る「
介
護
保
険
分
」（
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
が
対
象
）を
合
計
し
た
額

で
す
。そ
れ
ぞ
れ
に「
所
得
割
」「
被
保
険
者
均
等
割
」「
世
帯
別
平
等
割
」

が
あ
り
、各
世
帯
単
位
で
算
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
険
税
額
は
そ
れ
ぞ
れ
区
分
ご
と
に「
限
度
額
」が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。計
算
上
、限
度
額
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
た
場
合
は
、区
分
ご
と

定
め
ら
れ
た
限
度
額
が
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

　
各
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、町
か
ら
７
月
中
に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、県
に
納
付
金
と
し
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
・
運
営
し

て
い
く
う
え
で
と
て
も
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、納
期
限
内
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

国民健康保険加入者数
人

（２）均等割額	…加入者に応じて計算
× 1 人あたりの金額

28,000 円 = 円

医療保険分　合計　（１）＋（２）＋（３） 円

●計算表は医療保険分の計算例です。後期高齢者支援金分・介護保険分の算出は、それぞれの
税率等（上表）に置き換えて計算してください。（医療保険分・後期高齢者支援金分の計算は、
国保加入者全員、介護保険分の計算は、40～ 64歳の方のみの所得・人数で計算）

●それぞれの税額の合計が１年間の国保税となります。
※1基礎控除額は、2,400万円超2,450万円以下の方は29万円、2,450万円超2,500万円以下
の場合は15万円が、それぞれ控除されます。2,500万円超の場合は、控除額は0円となります。

（３）平等割額	…1 世帯あたりの金額 = 円27,500

税率
6.5％ = 円×

（１）所得割額
所得金額

円
保険税基礎控除

430,000 円

	…所得に応じて計算

  （ ）—
（有所得者毎）
（合計所得 2,400 万円以下の方）

　
次
の
計
算
式
の

に
、あ
な
た
の
ご
家
庭
の
国
保
加
入
者
の
所
得
額
、

国
保
加
入
者
数
を
あ
て
は
め
て
国
保
税
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
国
保
税
の
額
か
ら
、既
に
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
4
・
5
・
6
月
の
仮
算
定
額
を
引
い
た
金
額
を
、7
月

以
降
、9
回
の
納
期
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①

医療保険分
②

後期高齢者
支援金分

③
介護保険分

所 得 割 額 	6.5% 1.7% 1.6%

被 保 険 者
均 等 割 額 28,000円 9,700円 9,500円

世 帯 別
平 等 割 額 27,500円 8,500円 7,000円

限 度 額 63万 19万 17万

　
「
国
民
健
康
保
険
」は
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
少
額
な
負
担
で
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
た
め
の
大
切
な
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
証
は
、あ
な
た
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
証
明
書
で

あ
り
、病
院
を
受
診
す
る
時
の
受
診
券
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
末
日
ま
で
に
８
月
か
ら
の
保
険
証
を
世
帯
主
に
お
送
り
し
ま
す
。住
民
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
へ
簡
易
書
留
に
て
お
送
り
し
ま
す
の
で
、８
月
以
降
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
転
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

　

保
険
証
の
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、人
数
分
あ
る
か

よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
年
か
ら
一
人
一
人
に
枝
番
が
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

〈 高齢受給者証と一体の方 〉

 

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

国
保
税
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
４
年
７
月
31
日
で
す
。
た
だ
し
次
に
該
当
す

る
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
）

※
誕
生
日
の
前
日
が
有
効
期
限

　
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
前

に
役
場
か
ら
本
人
に
簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。（
手
続
き
不
要
）

〇
令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
方
（
高
齢
受
給
者
証
と
一
体
の
保
険
証

　
に
変
更
）

※
誕
生
月
の
末
日
が
有
効
期
限
（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
前
月
末
日
が
有
効
期
限
）

　
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
当
月
）
か
ら
高
齢
受
給
者
証
と

一
体
の
保
険
証
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
有
効
期
限
前
に
役
場
か
ら
世
帯

主
に
簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。（
手
続
き
不
要
）

保
険
証
の
有
効
期
限

〈 一般の方 〉

有効期限 令和４年　７月３１日
山 梨 県
国民健康保険
被 保 険 者 証

記号 　　 　　  番号 ２３４５　　　　（枝番）０１
氏名 昭和　太郎
生年月日 昭和４０年　４月　４日　　性別　　男
適用開始年月日 昭和６１年　４月　１日
交付年月日 令和　３年　８月　１日

世帯主氏名 昭和　太郎
住所 昭和町押越５４２－２

保険者番号 １９０７９３
交付者名 昭和町

有効期限 令和４年　７月３１日山 梨 県
国民健康保険
被 保 険 者 証
兼高齢受給者証

記号 　　 　　  番号 １２３４　　　　（枝番）０１
氏名 昭和　花子
生年月日 昭和２４年　４月　４日　　性別　　女
適用開始年月日 昭和４５年　４月　１日　　負担割合 ２ 割
交付年月日 令和　３年　８月　１日

世帯主氏名 昭和　花子
住所 昭和町押越５４２－２

保険者番号 １９０７９３
交付者名 昭和町

発効期日 令和３年　８月　１日

有効期限を確認しましょう

氏名・生年月日・住所等を
確認してください。

氏名・生年月日・住所等を
確認してください。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）が
決
定

国
民
健
康
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

新
し
い
保
険
証
を
受
け
と
っ
た
ら
…

70
歳
以
上
の
方
へ
お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
８
月
１
日
よ
り
70
歳
以
上
の
方
の
保
険
証
が
高
齢
受
給
者
証
と
一
体
に

な
り
ま
す
。

有効期限を確認しましょう

負担割合が入っています

※ 1
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

	シリーズ
その199国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

①申請書の提出
(役場町民窓口課)

後日、結果通知が郵送されます。
※結果通知が届く前に催促状が届く場合がありますがご了承ください。
※申請が却下になる場合もありますので、結果通知が届くまで納付書は保管するようにしてください。

令和４年７月以降も免除を希望される方は
令和４年７月に再度申請をしてください。 

《全員の方》
・失業による特例免除の方は、令和４年７月に再度申請を行ってください。 
・免除申請は所得によって審査されます。申告がない場合には、免除制度を利用できませんので
　ご注意ください。 毎年、所得の申告をお願いします。

　

国
民
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
月
々

１
万
６
６
１
０
円
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
・
失

業
し
た
な
ど
、経
済
的

に
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
場
合
に
は
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
、

免
除
ま
た
は
猶
予
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。手
続
き
は
役
場

町
民
窓
口
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

７
月
よ
り
、令
和
３

年
度（
令
和
３
年
７
月

分
～
令
和
４
年
６
月

分
）の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

今
回
は
免
除
申
請
の

手
続
き
の
流
れ
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
免
除
申
請
の
対
象
と
な
る
方

①
所
得
の
減
少
や
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方

②
昨
年
度（
令
和
２
年
７
月
～
令
和
３
年
６
月
）の
免
除
申

請
が
承
認
さ
れ
た
方
で

・
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方

・
失
業
や
災
害
等
の
特
例
に
よ
り
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方

・
免
除
の
継
続
審
査
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方

③
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪
失
や
売
り
上

げ
の
減
少
な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当
程
度
ま
で
下
が

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

④
生
活
保
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
１
級
２
級
の

障
害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方

▼
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
…

　

将
来
の
年
金
だ
け
で
な
く
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測

の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年
金
」が

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
免
除
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て

　

免
除
に
な
っ
て
い
た
保
険
料
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。追
納
す
る
こ
と
で
将
来
の
年

金
額
の
計
算
で
、満
額
を
納
付
し
た
の
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

　

手
続
き
は
役
場
町
民
窓
口
課
、竜
王
年
金
事
務
所
で
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
方
は
保
険
料
の
支
払
い
を
し
な
く

て
も
将
来
受
給
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ

ま
す
が
、受
給
額
は
納
め
て
い
な
い
分
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
方
は
、減
額
さ
れ
た
納
付
書
で
支

払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。納
め
て
い
な
い
場
合
に
は
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
期
間
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
免
除
申
請
に
は
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、手
続
き
方
法
等
の
詳
細
は
役
場
町
民
窓
口
課
ま

た
は
竜
王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

役
場
町
民
窓
口
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

 

竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

お手元の納付書で保険
料を納めてください。

後日、一部納付用の納付書が送付され
ますので、期限までに納めてください。

保険料の支払いの
必要はありません。

※この保険料を納めない場合は未納となります。

決定通知が
却下の方

決定通知が
一部納付の方

決定通知が
全額免除・納付猶予の方

免除申請の流れ
②申請書の審査
(日本年金機構)

申請書の継続希望欄で翌年度以降も同じ
免除区分での申請を希望された場合には、
翌年度以降は、申請しなくても申請があっ
たものとして、自動的に審査が行われます
ので申請は不要です。
※希望したかどうか不明な方、その他わから
ない点がある方は、役場町民窓口課にお問い
合わせください。

　

７
月
に
今
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
す
。保
険
料
は
前
年
の
年
金

や
給
与
、不
動
産
等
の
所
得
を
基
に
広
域
連
合
で
算
定
し
ま
す
。今
年

度
の
保
険
料
率
は
前
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、所
得
か
ら
差
し
引

く
基
礎
控
除
額
が
前
年
度
33
万
円
か
ら
43
万
円
に
引
き
上
が
り
ま
す
。

保
険
料
賦
課
限
度
額
は
前
年
度
と
変
わ
ら
ず
64
万
円
で
す
。

　

７
月
は
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す
。有
効
期
限
が
令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で
の
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）を
交
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は「
桜
色
」と
な
り
ま
す
。被
保
険

者
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
は
７
月
中
に
簡
易
書
留
で

郵
送
さ
れ
、お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら
使
え
ま
す
。現

在
お
使
い
の
保
険
証
は
、８
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。

古
い
保
険
証
は
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

及
び「
限
度
額
適
用
認
定
証
」に
つ
き
ま
し
て
は
、令

和
２
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年
度
も
要
件

に
該
当
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
険
証
と
は
別

に
送
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、個
人
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」を
合
計
し
て
、個
人
単
位
で

計
算
さ
れ
ま
す
が
、所
得
の
低
い
人
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、保
険
料
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
発
足
時
か
ら
激
変
緩
和
の

た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
、令
和
元
年
度
か
ら
段
階
的
に
見
直
し
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、今
年
度
よ
り
本
則
で
あ
る
７
割
軽
減
に

戻
り
ま
す
。ま
た
、均
等
割
軽
減
判
定
基
準（
※
）に
つ

い
て
は
法
律
改
正
が
行
わ
れ
、左
記
の
通
り
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

令和４年　７月３１日

有効期限 令和４年７月３１日

　　　　　　性　別　男
昭和１２年　１月　１日
平成２４年　１月　１日
平成２４年　１月　１日
令和　３年　８月　１日

令和２年度

令和３年度

均等割額 40,490 円

均等割額 40,490 円

所得割額
（所得ー 33万）×7.86%

所得割額
（所得ー 43万）×7.86%

年間の保険料
（限度額64万）

年間の保険料
（限度額64万）

+
+

=
=

均等割軽減判定基準（※）

「基礎控除額（43万円）+10万円
×（給与・年金所得者等の数－1）」以下
の世帯

７割軽減

「基礎控除額（43万円）+10万円
×（給与・年金所得者等の数－１）
＋28.5万円×(被保険者数)」以下の世帯

５割軽減

「基礎控除額（43万円）+10万円
×（給与・年金所得者等の数－1）
＋52万円×(被保険者数)」以下の世帯

２割軽減

　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
方
法
に
応
じ
た
納
期
回
数
で
除
し
た
金
額
で
各
期
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
年
金
特
徴
（
年
金
天
引
）

　
７
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

〇
普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

　
７
月
～
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
付
書
納
付
の
方
へ
は
保
険
料
決
定
通
知
書
と
各
月
の

納
付
書
を
、
口
座
振
替
の
方
へ
は
保
険
料
決
定
通
知
書
を
そ

れ
ぞ
れ
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　県内で発生している住宅を狙った空き巣や忍
び込みなどの侵入窃盗の被害状況の大半は、無締
り箇所からの侵入です。
　犯人は、犯行現場の下見をしてから侵入する機
会をうかがっているため、無締りの住宅が狙われ
やすいです。
　犯人は、侵入するのに5分以上かかり、顔や姿を
見られたりすることを特に嫌います。
　被害防止の基本は「カギかけ」です。不在時はも
ちろんのこと、在宅中でもカギかけを習慣づけ、
就寝時のカギかけも忘れないようにしましょう。
　また、住宅に防犯性能の高い建物部品（割れに
くいガラスなど）を使うことも有効
です。さらに、ご近所同士が気軽に
声を掛け合えるコミュニティづく
りを行い、犯人が近づきにくい安全
で安心して暮らせる地域社会を作
りましょう。

　毎年夏休みになると、開放感から少年のオートバ
イ、自転車等の乗り物の窃盗や万引き等の非行問題
や飲酒、喫煙、夜遊び、暴走行為等の問題行動が増加
します。
　また、近年はSNSを利用して性犯罪の被害に遭う少
年や大麻等の薬物を乱用する少年、電話詐欺に加担
する少年が増加するなど、大変心配な状況です。
　少年が健やかに成長するために、家庭では少しの
変化も見逃さず、何でも話せる温かい家庭を築きま
しょう。
　また、地域においては周りの方々と協力し、有害な
環境から少年たちを
守り、地域の子どもは
地域で見守り育てま
しょう。

住宅対象侵入犯罪の被害防止
～被害防止の基本はカギかけ！～

夏季における少年の非行·
犯罪被害防止と有害環境の浄化

「
緩
和
ケ
ア
」
っ
て
な
に
？　
最
近
の
緩
和
ケ
ア
事
情

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
麻
酔
科　
診
療
助
教　
熊
倉	

康
友　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画	

一
般
財
団
法
人	

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

皆
さ
ま
は
緩
和
ケ
ア
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
か
。「
緩
和
ケ
ア
っ
て
、

最
後
の
最
後
に
す
る
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
」「
モ
ル
ヒ
ネ

と
か
使
う
っ
て
聞
い
た
け

ど
、
な
ん
だ
か
怖
い
」「
痛
み
は
と
っ
て
く
れ

る
と
聞
い
た
け
ど
、
変
に
な
る
·
命
が
短
く

な
る
」
な
ど
と
考
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の
緩
和
ケ
ア

は
そ
れ
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
市
民
に
向
け
た
緩
和
ケ
ア
の

説
明
文
が
、
専
門
家
や
患
者
家
族
な
ど
か
ら

意
見
を
募
集
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、「
緩
和
ケ
ア
と
は
、
重
い
病
を
抱
え

る
患
者
や
そ
の
家
族
一
人
一
人
の
身
体
や
心

な
ど
の
様
々
な
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
よ
り
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

え
て
い
く
ケ
ア
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
緩
和
ケ
ア
と
い
う
の
は
、
病
気
に
な
っ
て

困
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
誰
で
も
家
族
に

も
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
よ
り
良
い

人
生
を
送
る
た
め
の
ケ
ア
な
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
痛
み
や
他
の
つ
ら
い
症
状
で
苦
し
む

必
要
は
な
く
、
必
要
な
薬
な
ど
を
使
っ
て
つ

ら
さ
を
和
ら
げ
て
い
き
ま
す
。
最
新
の
研
究

で
は
、
病
気
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
緩
和
ケ

ア
を
受
け
、
つ
ら
い
思
い
を
我
慢
せ
ず
に
治

療
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
病
気
に
も
余
命
に

も
い
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
に
お
い
て
、
痛
み
を
緩
和
す
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
特
に
治
療
中
の

が
ん
患
者
さ
ん
で
は
、
5
割
以
上
の
方
が
痛

み
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
痛
み
は
十
分
に
緩

和
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛

み
止
め
と
し
て
有
名
な
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
医

療
用
麻
薬
は
、
非
常
に
強
力
な
武
器
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
誤
解
の
多
い
薬
で

も
あ
り
ま
す
。
世
間
で
噂
さ
れ
る
違
法
薬
物

と
は
全
く
の
別
物
で
、
ち
ゃ
ん
と
認
可
さ
れ

た
痛
み
止
め
で
す
。
適
切
に
用
い
れ
ば
、
い

わ
ゆ
る
中
毒
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
胃
潰
瘍
な
ど
の
一
般

的
な
痛
み
止
め
の
副
作
用
が
生
じ
な
い
た
め
、

実
は
体
に
優
し
い
痛
み
止
め
で
す
。
我
々
専

門
家
は
、
こ
の
よ
う
な
薬
を
痛
み
の
原
因
に

応
じ
て
使
い
分
け
て
お
り
、
病
気
の
進
行
具

合
で
薬
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
み
を
抑
え
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
は
、

病
気
に
立
ち
向
か
う
体
力
維
持
に
き
わ
め
て

重
要
で
、
治
療
の
継
続
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
命
の
長
さ
を
短
く
す
る
よ
う
な

作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
緩
和
ケ
ア
は
が
ん
以
外
の
病

気
に
対
し
て
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
も
つ
ら
さ
を
我
慢
せ
ず
、
主
治

医
や
看
護
師
さ
ん
に
話
を
し
て
、
必
要
が
あ

れ
ば
我
々
緩
和
ケ
ア
の
専
門
家
に
も
お
手
伝

い
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
病
気
が
あ
っ
て

も
よ
り
良
い
人
生
が

送
れ
る
よ
う
に
、
み

ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
休
止
し
て
い
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材

バ
ン
ク
を
８
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
と
は
？

　

施
設
等
へ
の
訪
問
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
、
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
と
そ
の
活
動
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
の
出
会
い
と
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
を
作
る
事

業
で
す
。

ご
利
用
方
法

　

７
月
１
日
よ
り
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

①
ご
利
用
１
カ
月
前
ま
で
に
お
電
話
で
ご
利
用
内
容
及
び

　
　

希
望
日
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

②
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
申
請
書
に

　
　

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
在
住
の
方
、
町
内
の
施
設
・
学
校
等

※
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
利
用
条
件

　

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

ご
利
用
の
際
に
は
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
定
め
ま
す
感
染
症
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
事
業

の
中
止
・
休
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
を

再
開
し
ま
す
‼

	

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業

 ７月の予定　
７月１日（木）
・福祉ゲートボール大会
７月19日（月）
・カラーサンドアート体験教室
７月26日（月）
・ボランティアサロン
　コーディネーター講習会
　当番団体：町社会福祉協議会

※いずれも事前申し込み制

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
来
会
さ
れ
る
際
に
は
、
次
の
点
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
事
前
連
絡
（
連
絡
先
は
こ
の
ペ
ー
ジ
上
部
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

②
入
室
す
る
前
の
検
温

③
マ
ス
ク
の
着
用

※
マ
ス
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
自
で
ご

　

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
入
室
す
る
際
の
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

※
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
来
会
を
お
断
り
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
息
苦
し
さ
、
強
い
倦
怠
感
、
味
覚
異
常
、
嗅
覚
異
常
、

発
熱
、
咳
等
の
症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

・
過
去
14
日
以
内
に
右
記
の
症
状
の
疑
い
の
あ
る
方
と
接

触
し
た
こ
と
が
あ
る
等
の
場
合

・
帰
国
し
て
間
が
な
い
場
合

・
県
外
（
特
に
感
染
者
の
多
い
県
）
へ
出
張
・
滞
在
し
て

間
が
な
い
場
合

・
そ
の
他
マ
ス
ク
の
未
着
用
、
大
勢
で
の
来
所
等
、
感
染

症
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　

町
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
は
、
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
・

寡
婦
・
寡
夫
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。「
し
あ
わ
せ
づ
く
り

は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
野

外
研
修
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催
や
、
自
立
支
援
と
し
て

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
主
催
事
業
（
パ
ソ
コ
ン
講
座
や

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座
等
）
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年  

会  

費　

一
世
帯　

５
０
０
円

入
会
方
法　

町
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
事
務
局
（
町
社
会

　
　
　
　
　

福
祉
協
議
会
内
）
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
申

　
　
　
　
　

込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
来
会
さ
れ
る
際
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
の
会
員
募
集

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

　
こ
の
事
業
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
、
最

低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
、個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、
自
立
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
事
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
支
援
員
が

相
談
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
一
緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支
援
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間　

·
月
曜
日
～
金
曜
日　

·
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

相
談
·
問
い
合
わ
せ　

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
０ - 
３
１
４
７ - 
４
１
４
０

☎
０
９
０ - 
4
8
1
5 - 
4
1
4
0
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・背の低い子どもたちやベビーカーを利用するときは、地面からの熱を受けやす
くなるので、暑い日や長時間のお散歩は控えましょう

・お子さんが車内で熱中症になることが毎年多いです。クーラーをつけていても、
一人で車内に置かないようにしましょう

・２歳未満のお子さんのマスクの着用は不要と言われています（小児学会より）

マスクによるリスク
・熱がこもりやすい
・口の中の湿度が保たれるため、
　喉の渇きを感じにくい
・吸い込む空気が温かいため、体温が
　上がりやすい
外出自粛によるリスク
・暑さに慣れないまま夏を迎える
・運動不足により、汗をかいて体温を下げる
　準備ができない
・筋肉が減り、脱水状態になりやすい

日
時　
①
７
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
７
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
７
月
１
日
（
木
）
～
20
日
（
火
）

　
②
７
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

自
動
交
付
機
を
除
く
証
明
書
の
発

行
等
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
平
成
７
年
度
か
ら
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
役
場
正

面
玄
関
の
中
扉
内
に
て
稼
働
し
て
い

る
「
自
動
交
付
機
」
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
と
機
械
の

老
朽
化
に
伴
い
、
令
和
３
年
７
月
末

を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。な
お
、

お
持
ち
の
町
民
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録

証
）
は
、
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書

を
発
行
す
る
際
に
必
ず
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
大
切
に
保
管

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
を
作
ら
れ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
サ
ッ
カ
ー

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。講
師
に
ヴ
ァ

ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
ス
タ
ッ
フ
を
お
招

き
し
、
毎
回
テ
ー
マ
を
も
っ
て
実
施

し
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
経
験
者
の

方
も
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

開
催
日
時

　
７
月
21
日
・
28
日

　
８
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

　
９
月
１
日・
８
日
（
毎
週
水
曜
日
）

　
（
全
８
回
）

　
午
後
８
時
30
分
～
９
時
50
分

場
所　
押
原
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
者

　
町
内
在
住
者
及
び
町
内
在
勤
者
で

　
20
才
以
上
の
方
（
男
女
問
わ
ず
）

参
加
料　
６
０
０
０
円
（
８
回
分
）

　
　
　
　
※
保
険
料
含
む

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

申
込
開
始　
７
月
１
日
（
木
）
か
ら

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

服
装
・
持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
・
運
動
し
や

　
す
い
靴
（
ス
パ
イ
ク
可
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
を
施
し
、
実
施
致
し
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も

が
分
か
ち
合
え
る
社
会
を
目
指
し
た

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動
に
賛
同

し
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま

す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭

や
職
場
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄

り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体
や

個
人
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
７
月
12
日
（
月
）
～
21
日
（
水
）

収
集
場
所
・
時
間

・
総
合
会
館
ロ
ビ
ー 

回
収
ボ
ッ
ク
ス

（
総
合
会
館 

開
館
時
に
設
置
）

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　
（
町
立
温
水
プ
ー
ル
北
側
の
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
窓
口
対
応
時
間
は
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　
○
米 

○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
）
○
調
味
料
各
種 

○
菓
子 

等

※
賞
味
期
限
が
９
月
21
日
以
降
で
未

開
封
の
も
の
。
米
は
「
も
み
・
玄

米
・
白
米
」
の
い
ず
れ
か
で
平
成

31
年
度
・
令
和
元
年
度
産
以
降
の

も
の
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

　
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資

金
計
画
は
お
済
み
で
す
か
。
大
学
や

高
等
学
校
に
入
進
学
す
る
際
に
は
、

入
学
金
・
授
業
料
の
ほ
か
、
施
設
設

備
費
や
制
服
代
な
ど
の
経
費
が
必
要

で
す
。

　
県
で
は
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家

庭
の
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な

資
金
計
画
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

　
貸
付
限
度
額
の
例

　
（
公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合
）

○
修
学
資
金　
月
額
２
７
０
０
０
円

○
就
学
支
度
資
金　
15
万
円

※
私
立
の
場
合
は
貸
付
限
度
額
が
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
貸
付
に
は
審

査
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
課

（
☎
０
５
５
１
‐
２
３
‐
３
４
４
３
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

令
和
３
年
７
月
末
に
自
動
交
付
機

が
廃
止
に
な
り
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す

「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？
」

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
望
月 

威
夫
（
清
水
新
居
）

No.201

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
聞
い
た
こ
と

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
。
性
別
に
関
係
な
く
、
み
ん
な
が

あ
り
ま
す
か
。
性
別
に
関
係
な
く
、
み
ん
な
が

自
分
の
能
力
や
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ

自
分
の
能
力
や
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

と
を
い
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
多
く
の
方
が
「
男
女
平
等
は
当
り

　
最
近
で
は
多
く
の
方
が
「
男
女
平
等
は
当
り

前
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

前
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
性
別
に
よ
っ
て
で
き

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
性
別
に
よ
っ
て
で
き

る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
、
向
き
不
向
き
を
決
め

る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
、
向
き
不
向
き
を
決
め

付
け
て
、
そ
の
人
の
生
き
方
や
可
能
性
を
狭
め

付
け
て
、
そ
の
人
の
生
き
方
や
可
能
性
を
狭
め

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
男
性
で
あ
っ
て
も
女
性
で
あ
っ

　
そ
れ
で
は
、
男
性
で
あ
っ
て
も
女
性
で
あ
っ

て
も
、
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
て
、
個

て
も
、
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
て
、
個

性
を
輝
か
せ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

性
を
輝
か
せ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

う
か
。

　
私
た
ち
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
は
、

　
私
た
ち
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
は
、

昭
和
町
の
多
く
の
方
に
「
男
女
共
同
参
画
社

昭
和
町
の
多
く
の
方
に
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ

会
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た

け
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
男
性
の
料
理
教
室
、
出
前
講
座

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
男
性
の
料
理
教
室
、
出
前
講
座

等
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

等
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
も
今
年
度
で

　
こ
の
活
動
も
今
年
度
で
1010
期
目
の

期
目
の
節
目
を

節
目
を
迎迎

え
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

え
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
様
々
な
事
業
が
中
止

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
様
々
な
事
業
が
中
止

に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
状
況
下
で
の

に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
状
況
下
で
の

活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

先
行
き
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

先
行
き
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い

だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い

て
自
分
が
出
来
る
こ
と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

て
自
分
が
出
来
る
こ
と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
え

と
を
考
え
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
え

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
繋
が
っ
て
い
く
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
繋
が
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
事
業
し
か
で
き
な
い
状
況
と
な
り

　
限
ら
れ
た
事
業
し
か
で
き
な
い
状
況
と
な
り

ま
す
が
、
各
種
事
業
を
通
し
て
、
本
委
員
会
の

ま
す
が
、
各
種
事
業
を
通
し
て
、
本
委
員
会
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
も
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

の
で
、
皆
さ
ま
も
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

No.170
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
～昭和町母子愛育会は、今年度、創立６０周年を迎えます～

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

①屋外で人と２ｍ以上を確保できる場合は、適宜
　マスクをはずしましょう
②エアコンの利用、涼しい服装、日傘や帽子などで
　暑さを避けましょう
③エアコン使用中でも、窓やドアを２か所開け換気を
　こまめにしましょう
④喉が渇く前に水分を摂りましょう
⑤水分補給ができないときのために、経口補水液を常備して
　おきましょう
⑥暑さに備えた体づくりと、日頃からの体調管理をしましょう

熱 中 症 予 防 ‼熱 中 症 予 防 ‼
予防のポイント

こんなリスクが…

　熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い
暑熱環境が予測される日の前日夕方または、当日早朝に
発表されます。発表されている日には、外出を控える、
エアコンを使用する等のいつも以上の熱中症予防行動を
積極的にとりましょう。より詳しい情報は気象庁または、
環境省のホームページをご覧ください。

コロナ禍だからこそ

コロナ禍だからこそ

今年度から全国実施！熱中症警戒アラートとは？小さいお子さんは…
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山
梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、
８
月

３
日
の
「
司
法
書
士
の
日
」
を
記
念

し
て
、
無
料
相
談
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど

登
記
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
成

年
後
見
に
関
す
る
こ
と
、
借
金
に
関

す
る
こ
と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
様
々

な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　
８
月
３
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
山
梨
県
立
図
書
館
１
階

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

費
用　
無
料
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

　
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ

東
海
）
が
山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
き
作
成
し
た
『「
中
央
新

幹
線
（
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
）
環

境
影
響
評
価
書
【
山
梨
県
】（
平
成

26
年
８
月
）」
に
基
づ
く
中
間
報
告

書
（
そ
の
２
）』
を
、
昭
和
町
で
は

次
の
場
所
で
縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所

　
昭
和
町
役
場　
環
境
経
済
課

◆
縦
覧
期
間

　
７
月
19
日（
月
）〜
８
月
18
日（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
意
見
書
の
提
出

　
中
間
報
告
書
に
つ
い
て
、
環
境
の

保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
、

次
の
と
お
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
意
見
書
の
記
載
事
項

・
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の

団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代

表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
）

・
提
出
の
対
象
で
あ
る
中
間
報
告
書

の
名
称

・
中
間
報
告
書
に
つ
い
て
の
環
境
の

保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
（
日

本
語
に
よ
り
、
意
見
の
理
由
を
含

め
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
意
見
書
の
提
出
期
限

　
９
月
１
日
（
水
）
必
着

③
意
見
書
の
提
出
先

・
郵
送
又
は
直
接
お
持
ち
に
な
る
場
合

　
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
環
境
保
全
事
務
所

　
（
〒
４
０
０
‐
０
８
６
３

甲
府
市
南
口
町
1
‐
38
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
（
記
載
事
項

は
、
メ
ー
ル
本
文
に
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。）

y
a
m
a
n
a
s
h
ik
e
n
.

chukanhoukoku2021@
jr-

central.co.jp
※
Ｊ
Ｒ
東
海
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

中
間
報
告
書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://jr-central.co.jp/

問
い
合
わ
せ

　
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
環
境
保
全
事
務
所

（
☎
２
３
６
‐
７
０
５
１
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
幅
広
い
専
門
知
識
や
高
度
な

技
術
を
習
得
し
、
豊
か
な
創
造
力
と

判
断
力
を
兼
ね
備
え
た
技
術
者
を
育

成
し
、
県
内
の
産
業
や
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

様
々
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
次
の
と

お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

〈
８
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
後
編
）

日
程　
午
後
６
時
〜
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
６
日
ま
で

〈
９
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ク
ラ
ス
試
験
対
策
講
座

日
程　
午
後
６
時
〜
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間
７
月
７
日
〜
８
月
26
日

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修（
ｗ
ｅ
ｂ
活
用
）

日
程　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
う
ち
昼
休
１
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間
７
月
14
日
〜
９
月
３
日

※
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

〈
９
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
前
編
）

日
程　
午
後
６
時
〜
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間
７
月
２
日
〜
８
月
23
日

〇
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
後
編
）

日
程　
午
後
６
時
〜
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間
７
月
30
日
〜
９
月
17
日

※
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座
は

前
・
後
編
両
コ
ー
ス
の
受
講
を
推
奨
。

◆
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１
）

INFORMATION CORNER

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
仲
間
と
の
絆
、
成
長
期
の
子
ど
も

の
体
作
り
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
学
べ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
し
い
監
督
、
コ
ー
チ
と
お
姉
さ
ん
達
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○練習日
　水・金曜日　午後 5時 30分～ 8時 00分
　土・日曜日　練習または試合
○練習場所
　昭和町総合体育館ほか

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

膨
ら
ん
だ
梅
の
つ
ぼ
み
の
そ
の
名
前

な
ん
と
ス
テ
キ
な
「
思
い
の
ま
ま
に
」

河
田
よ
し
恵

夕
方
の
恵
み
の
雨
に
え
ん
ど
う
も

　

大
き
く
実
い
り
食
卓
う
る
お
う

石
原　

明
子

ま
た
一
人
仲
間
の
逝
き
て
蝋
梅
を

　

詠
み
し
短
歌
が
胸
に
残
り
て

松
田　

君
江

き
び
き
び
と
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
粛
々
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
感
謝
と
安
堵

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会
短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

能
力
開
発
講
座
の
ご
案
内

中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価

中
間
報
告
書
の
縦
覧

防災一口メモ 水災を予測する②　～情報は確実に受け取れるように～
　大雨による情報は、事前に天気予報やニュースでも受け取ることができます。警戒レベ
ル 3からは、町の防災無線で放送をします。しかし、雨音でかき消されたり、室内や出先
で聞こえなかったということもありますので、日頃から確実に受け取れる方法を見つけて
おきましょう。
●町の防災行政無線を電話で聞くことができます。（電話のかけ間違いに注意！）
　フリーダイヤル（☎ 0800-800-9103）　　有料電話（☎ 055-275-9003）
●メールで受け取ることができます。（事前に登録をしておきましょう）
　安全安心マップ　http://www.town.showa.yamanashi.jp/safe_map/
　町外にいるときや、町外に住んでいる方でも受け取ることができるので、インターネッ
ト環境がない方は、身内の方に登録してもらい、必要な情報を電話で知らせてもらうとい
う方法もあります。
●昭和町公式Twitter( ツイッター ) は、パソコン・スマートフォンで見ることができます。
　https://twitter.com/ShowaTown
●鎌田川(鎌田川橋)の水位情報はこちらで見ることができます。
　https://k.river.go.jp 女性防災ネット昭和

　５月は、先月と比較すると
全体の収集量は 16t 増の359t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 1 ㎏増の
39 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

5月4月3月2月1月12月11月

43

37
40

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 5月分の医療費は、
約 9,197 万（前年同月比
13.87% の増）です。
　接骨院等では、保険証
が使える施術と使えない
施術があります。単なる
肩こりや筋肉疲労などの
施術では使えません。

　接骨院等では、保険証

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会
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発
行
／
山
梨
県
昭
和
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
財
政
課

〒
409-3880

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
542-2

電
話
	055-275-2111

㈹
　
FAX	055-275-2109

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ
ー
ル
　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
　
https://tw

itter.com
/show

atow
n

あとがき
　

今
月
の
表
紙
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
」
に
よ
る

お
田
植
え
で
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。
町
内
の
小
学
校

や
保
育
園
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
酒
米
で
あ
る
山
田

錦
を
お
田
植
え
し
ま
し
た
。
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
お
田
植
え
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見

て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
元
気
に
な
れ
る
気
が
し
ま

す
。
自
然
と
触
れ
合
う
貴
重
な
体
験
に
、
大
興
奮
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
“
３
活
”
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　暑くなってきましたが、皆さまい
かがお過ごしでしょうか。体力が必
要なこれからの季節、口あたりの良
いものばかり食べているとスタミナ
がなくなり、抵抗力が落ちてしま
います。この暑い夏を乗り切るため
に、からだを作るためのたんぱく質
が豊富なお肉やお魚、ビタミンやミ
ネラルが豊富な緑黄色野菜を食べ
て、夏バテ対策をしましょう！
　お肉やお魚を調理する際、生姜や
シソ、みょうが等の香味野菜でさっ
ぱり仕上げるのもおすすめですが、
味噌ダレにヨーグルトを加えると
しっとり柔らかに食べやすく仕上が
るのでぜひお試しください♪食育推進協議会事務局 

いきいき健康課（☎ 275-8785）

カジキのみそヨーグルトソテー

～今月は「築地新居区」
　食推からのレシピです～

◆ 作り方
①	保存袋にAを入れ混ぜ合わせ、水気をとったカジキ
を加え全体になじませる。袋の空気を抜き、冷蔵庫
で１日漬ける。

②	アスパラガスは根元のかたい部分を切り、４㎝
の長さに切る。赤ピーマンはヘタと種を取り除
いて縦４つに切る。

③	①のカジキを取り出し、水でさっと洗って水分をとる。
④	フライパンにオリーブ油をひき、野菜を炒めて
塩こしょうをふり、取り出す。

　再度オリーブ油をひいてから中火でカジキを焼
き、皿に盛る。

◆ 材料（２人分）
・カジキ
　………	２切（200ｇ）
・アスパラガス	…	２本
・赤ピーマン	…	1/2個
・オリーブ油	…	適宜
・塩こしょう	…	少々

食で夏バテ対策♪

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

Ａ みそ	………	大さじ1.5
ヨーグルト	…	大さじ２

大募集

申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！

広報昭和 令和 3 年７月号   24


	広報昭和 第525号[令和3年7月号](12ページから24ページ)
	広報昭和（R03年7月号）P22-23



